
⽇本初事例「ZOOM 授業と、『ハイブリッド⼿元動画』を使ったオンライン反転授業」 
授業の時間が 50％カット！⼩学⽣のやる気も向上した宝仙学園⼩学校（東京都） 

 
教育イノベーションカンパニーである株式会社 Weness（本社：東京都新宿区、代表取締役 

伊藤 太）は、2020 年 8 ⽉に ZOOM と⼿元動画（特許出願中）を駆使した「オンライン反
転授業」のサービスの提供を開始いたしました。 
 
試験導⼊先として、最先端のオンライン授業を実施している学校のひとつ東京都の宝仙学

園⼩学校にて 7 ⽉ 23 ⽇から 5 ⽇間、⼩学校 3 年⽣・4 年⽣（合計 33 名、教員 8 名）を対
象に、夏期補習会で「オンライン反転授業」を実施しました。 
 
■そもそも「反転授業」とは？ 
 学習形態のひとつで、従来の「授業」を受けてから「復習」する⼿順から、「予習」をし
てから「授業」を受けるという従来の学習形態を反転させた学習スタイル。 
 
⽣徒たちは新たな学習内容を、⾃宅や様々な場所で、オンライン上でタブレットなどを⽤

いて「ビデオ授業」を視聴し予習で学習内容をインプット、理解した上で、その後「教室で
学び合いや発表等の能動的なアウトプット」を⾏うことで、理解を深めるという学習形態に
より学⼒向上が期待される⽅法。 
ただし、これまで「⽣徒の負担の⼤きさと学習意欲の問題」「予習実施率」に加え、通信環

境、端末などの「ＩＣＴ環境の整備」が課題になっていた。 

 



■宝仙学園⼩学校が導⼊した「オンライン反転授業」とは？
「オンライン反転授業」の特徴① 予習時間を 1/4 に！さらに予習率１００％！ 

反転授業の課題だった⽣徒の負担と予習率の低さは「動画の⻑さと質」に問題がありまし
た。通常なら 20分-30分かかる「授業⾵景」を、「⼤幅な時間短縮と理解度の向上」を実現
した５分程度の「ハイブリッド⼿元動画（特許出願中）」に置き換え、予習負担の軽減と学
習意欲の向上を実現。予習実施率 100％を達成しています。 

予習）⼿元動画の画像 

「オンライン反転授業」の特徴② 授業時間が 1/2 に！ 
宝仙学園⼩学校「夏期補習」では、「オンライングループワーク」での主体的・協働的な深

い学びを含め、当初設定（コロナ禍前）の 1/2 の時間で授業を実施しました。 

授業）ZOOM のブレイクアウトセッションも駆使するオンライン授業 

「オンライン反転授業」の特徴③ 先⽣、⽣徒の進捗の⾒える化と⾃動化 
⽣徒の理解度/満⾜度/「やる気度」等の学習状況データを⾃動で⽣成し、「⾒える化と省⼒
化」を同時に実現します。 

画像）⽣徒のやる気を計測するリフレクションシート 



■ハイブリッド⼿元動画（特許出願中）とは？ 
 
従来の予習を受ける⽣徒側の課題として「予習をする時間が⻑い」と「予習なのでやる気

が起きない」という課題があり、「予習率の低さ」が「反転授業」成功のための課題となっ
ていました。 
 
株式会社 Weness は、「ハイブリッド⼿元動画」を開発し、上記の課題に対して「わかり

やすい」「眠くならない」「平均５分」という独⾃の⼿元動画を開発・標準規格化に成功し、
短時間で効果的な学習サポートを⾏っています。同社は⼤⼿の教育関連会社、予備校、ＩＴ
企業の出⾝者からなる教育のプロ集団で、教育機関や⼤⼿教育関連会社に対して⾼難度か
つ専⾨的な教育サービスを提供しています。 
 

  
予習）⼿元動画の画像 

 
実際、宝仙学園⼩学校「夏期補習」では、初めての「反転授業」であるにもかかわらず、

初⽇ 60％、2 ⽇⽬以降では 100％の予習実施率を、⼩学３年⽣・４年⽣すべてのクラスで
実現しました。また、授業の「わかりやすさ」は平均 9.29 点（10 点満点中）、「やる気度」
は 9.37点（10点満点中）と、学習効果・学習意欲ともに⾼評価を頂いております。 
 
 

■なぜいま、ZOOM をつかった反転授業が求められているのか？ 
 

‹教師の働き方改革 と 短期間での生徒の学習効果最大化› 
 
 現在、新年度開始と同時に全ての授業に双⽅向オンライン授業を導⼊した宝仙学園⼩学
校を初めとした「⼀部の先⾏する私学」を除き、⼤多数の教育現場では「3ヵ⽉に及ぶ休校
要請」「分散登校」等により「実質９ヶ⽉で１２ヶ⽉分の授業」を実施することが求められ
ています。そのため、全国の多くの学校で教員は授業準備その他の⼤量の仕事に追われ、夜
遅くまで勤務しているという状態が続いています。 



今回の宝仙学園⼩学校「夏期補習」では、⼤幅な授業時間の短縮により全教科の授業が午
前中で終了し、⽣徒は「午前は授業、午後は予習」という⽣活スタイルが確⽴しました。 
 
■宝仙学園⼩学校での事例で具体的なステップと成果 
Weness が提供するオンライン反転授業では「準備」「予習」「授業」「管理」の４ステップ

で構成されています。 
 

 
 
【ポイント】Weness が提供する「オンライン反転授業」での成果 
 
＜宝仙学園⼩学校での実績＞ 
① 授業時間を「２分の１」に短縮 
② ⽣徒の予習率初⽇の６０％から、２⽇⽬以降１００％を達成(４教科２学年（合計８教科
分で計測） 
③⽣徒の「やる気度」向上 授業実施前平均 9.15 から 9.37へ向上 
④クラウドサービスを活⽤した「学習の進捗や理解度、学習項⽬別の達成度等の⾒える化」
が実現  
⑤⽣徒の最適な学習サイクル（午前は授業、午後は予習）が実現 
 
＜今後の可能性＞ 
① 授業時間の⼤幅な短縮と教員の負担軽減・働き⽅改⾰ 
② 学校教育の成果向上と課外活動の両⽴ 



③ 欧⽶に後れを取るＩＣＴ教育の発展 
 

当社の「オンライン反転授業」には、いかなる状況下でも、先⽣と⽣徒双⽅の負担軽減と
教育成果の向上を実現する可能性があります。「先⽣も午前中で授業を終え、午後は授業準
備や部活、個別指導などが⾏え、定時には帰宅できる」といった「働き⽅改⾰」「⽇本の教
育の持続的発展」が実現できると考えております。 
 
 
■株式会社 Weness とは？ 
学校経営の改善⽀援、各種プロジェクト⽀援、「21 世紀型・未来志向型教育メソッド」の導
⼊・定着⽀援、校内予備校・予備校講師の派遣、教員・社会⼈のコーチング⼒・コミュニケ
ーション⼒向上、リーダー養成等に関するコンサルティングを⾏う「教育イノベーションカ
ンパニー」 
 

代表取締役社⻑ 伊藤 太 
⼤⼿予備校の英語講師、⼀部上場企業管理職等を経て、現職。㈶⽣涯学習開発財団 認定コー
チ。全国の地⽅⾃治体、⼤学、専⾨学校、⼩中⾼校で、グローバル教育、STEAM 教育等の 21
世紀型スキル教育、最新の英語教育導⼊等の各種教育改⾰・学校改⾰⽀援、企業・団体等の組
織改⾰・リーダー育成にかかるコンサルティング、講演、研修等を⾏う。⽇本英語検定協会公
式サイト『英ナビ！』に連載執筆。『はじめての TOEIC L&Rテスト「先読み」と単語で 730
点突破！』（⼤和書房）、約 20万部のベストセラーとなった『基本の 78 パターンで英会話フレ
ーズ 800（⻄東社）』（アマゾンランキング１位）など著書多数。 

 
 ■会社概要 
会社名：株式会社 Weness（ウィーネス） 
設⽴⽇：2009年１⽉ 21⽇ 
代表者：代表取締役社⻑ 伊藤 太 
所在地：東京都新宿区新宿 6-29-3 桑原ビル 
取引先：全国の⾼校、⼤学、専⾨学校、⼤⼿教育関連企業、地⽅⾃治体など 
https://www.weness.jp/ 
 
 
 
 
 
 



 
 

メディア向けへの案内(以下はメディアにしか配信しません) 

 
報道関係社の皆様につきましては、ZOOM での授業⾵景や、予習での「⼿元動画」を閲覧
しているシーンなどを撮影、インタビューいただけます。 
 
以下の⽇程で、夏期講習の後期がございますので、学⼒や⽣徒の妨げにならない範囲で、取
材をうけさせていただきます。 
 
夏期講習（後期）において、8 ⽉ 20 ⽇〜26⽇間の間「オンライン反転授業」取材ご希望の
媒体社様、記者様におきましては、以下をご確認のうえ、必ず「取材前⽇までに」以下の広
報担当（寺前）まで連絡いただくようお願い申し上げます。 
 

場所：宝仙学園⼩学校 https://www.hosen.jp/ 
住所：〒164-8631 東京都中野区中央 2-33-26  

 

 

【夏期補習会（後期）】 
⽇程：2020 年 8 ⽉ 20 ⽇〜22 ⽇、24 ⽇〜26⽇ 

 

時間割 
1 時間⽬ 2 時間⽬ 3 時間⽬ 4 時間⽬ 
8:50-9:30 9:40-10:20 10:40-11:20 11:30-12:10 

 
上記のどの時間帯でご取材をいただけます。（また学⽣や先⽣のインタビュー希望がある場
合は事前にお知らせくださいますようお願いいたします） 
 



 
 
■３年⽣のテーマ 
国語：⾔葉は⼈と⼈をつなぐ架け橋 ⽂どうしのつながり、場⾯の読み取り 
算数：⾜し算集中トレーニング、掛け算集中トレーニング、しきつめパズル等 
社会：旅する社会科 沖縄県、⿅児島県など九州、東京、神奈川の関東圏 
理科：氷や湯気って何？植物ってすごい！鏡の不思議等 
  
■４年⽣のテーマ 
国語：意⾒⽂、⼩説、総合 
算数：「＋−×÷」のどれが⼊る？名探偵の事件簿など 
社会：畜産業、⼯業、伝統⼯業など 
理科：重さ、いろいろな⽔溶液、いろいろな気体、てんびんとばね 等 
 
先⽣の紹介：算数の担当「林俊介」先⽣ 
株式会社スタグリット 代表取締役。2019年 3月 
東京大学理学部物理学科卒。オンライン家庭教師

「マスゼミ」「毎日塾オンライン」、教育関連の Web
メディアの運営等を手掛ける。家庭教師の会 代
表、東大入試ドットコム 編集長、情報経営イノベー
ション専門職大学 客員講師。 
 
 

 
取材お申込先・ご質問 

株式会社 Weness 広報担当：寺前 ⼤輔 
メールアドレス：daisuke.teramae@weness.jp 

電話番号：090-9621-1266 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
株式会社 Weness 御中  

daisuke.teramae@weness.jp 
FAX：03-5925-8372 

宝仙学園⼩学校「オンライン反転授業」 

取材お申し込み⽤紙 
媒体名 ： 
社名 ： 
記者名 ： 
ご連絡先（電話） ： 
ご連絡先（メール） ： 
撮影機材  ：ビデオカメラ・スチール・なし・その他（   ） 
インタビュー希望 ：先⽣・⽣徒・Weness・特になし 
その他 の希望 ：動画素材の提供の希望・その他（   ） 
 
取材ご希望の時間帯に「○」をつけて広報部までご連絡ください。確認後おって、広報担当よりご連絡させていただき

ます。 

 

時間割 
1 時間⽬ 1 時間⽬ 3 時間⽬ 4 時間⽬ 
8:50-9:30 9:40-10:20 10:40-11:20 11:30-12:10 

     

8 ⽉ 20 ⽇         

8 ⽉ 21 ⽇         

8 ⽉ 22 ⽇         

8 ⽉ 24 ⽇         

8 ⽉ 25 ⽇         

8 ⽉ 26 ⽇         

 
ご質問や問い合わせ：Weness 広報担当「寺前（090-9621-1266）まで。 

講座の前⽇ 18 時までにご連絡くださいますようお願いいたします。 




